
第 34 回運営委員会 5 月 24 日（水）18:30～21:25  
 

◆ 会 場：柏崎原子力広報センター 2F 研修室 
◆ 出席委員：新野・渡辺（丈）・石田・川口・久我・佐藤・武本・渡辺（五）委員…８名 
◆ オブザーバー：保安検査官事務所／金城所長   地域担当官事務所／早川所長 
◆ 事 務 局：広報センター／押見事務局長・木村  柏崎市／名塚係長・藤巻主任 
 
 
国民保護協議会について 

 柏崎市より 
前回定例会で報告する予定だったのだが、柏崎市国民保護協議会の発足に伴い、地域の会新野

会長のほうに、委員の一人として参画してもらうこととなった。委員は３５名で構成され任期は

２年、５月２９日（月）に第１回の会議が開かれる予定。 
 新野会長より 

 地域の会という場がありながら、表だった関わりをするチャンスが、なぜ無いのかといった意

見も以前にあったこともあり、何ができるかは別として、声がけ頂いたときは極力参加して、地

域の会という存在をできるだけ間違わない伝え方をしたいと思っている。 
 まずは、参画させてもらうというつもりで受けた。 
 
第 36 回定例会について 
・ 平岡首席統括審査官との質疑 
・ 「５年間の総括」について出た意見は金城所長のほうに持ち帰ってもらい、説明の中に回答

を含んでほしい。 
・ 委員から出された意見等は、時間の許す中で触れてほしいという意味合いのものでいいので

はないか。 
・ 保安院として、今までと違う動きがあるという部分は話してもらいたい。 
・ 「５年間の総括」の中で、安全規制制度の向上、防災、広聴・広報、今後の取り組みの主要

課題について主に説明しようかと思っている。（保安院） 
・ 最近の事象に関しては、今回の報告書に入る範囲と入らない範囲があるので、説明の内容は

検討したい。（保安院） 
・ 説明の中での数字がメディアによって、一人歩きする懸念がある。→メディアに対して、数

字の取り上げ方に対して、一言お願い的な説明があってもいいのではないか。 
・ 審査官のような立場の方は何回くらい、柏崎のほうに来ているのか。→秋に就任後３回ほど

は来ている。→今回、どういう活動の中で柏崎に来るのか、その辺のいきさつ等の説明があ

ったほうがいい。 
・ 前回以降の動きに制御棒の件が入ってきたとしても、議論は後日にしたほうがいいのではな

いか。 
・ １時間程度、５年間の総括をした後、ハフニウム制御棒について説明をするといった時間配

分でもいいのではないかと。（保安院） 



・ せっかく審査官がいらっしゃるので、懇親会をしたらどうか。 
【決定事項】 
・ ６月７日（水）平岡首席統括審査官との質疑応答 
・ ６時３０分開始   6:30～7:00 前回以降の動き 

7:00～8:45 審査官より５年間の総括及び質疑応答 
（制御棒の件が報告に入ってきた場合は、当日時間調整） 

・ ９時半より懇親会 
 
第 37 回定例会について 
・ いずれ、柏崎刈羽の耐震の説明を受ける時に、どこかで勉強会をしたほうがいいとの意見も

あったので、地震の勉強会ということでどうか。 
・ 講師は事務局のほうで打診、溝上恵先生。東京大学名誉教授、新潟県出身。東海地震を予知

する地震防災対策強化地域判定会会長。 
・ 自然現象として捉えた地震ということでの勉強会。 
・ 緊急に先生の都合が悪くなった場合の議題は次回運営委員会で検討。 
・ せっかくの機会なので、一般の方にも多く聞いてもらいたい。大きい会場を設定したほうが

いいのでは。 
・ 時間的には１時間半くらい（質疑応答を含む）になるのか。 
・ １時間程度の説明時間でいいのか。 
・ 6 時半開始にしたらどうか。時間的にも余裕があったほうがいいのでは。 
・ ほとんどの委員が地震に関しては素人ということを踏まえての説明をお願いしたい。 
・ 情報の１つとして、原発の耐震についての説明を受けるときの予備知識となるような講義を

お願いしたい。 
・ 六日町断層帯や、上越の高田平野の断層帯の調査があったこともあり、注目度から言っても

その辺の解説をしてもらえると有り難い。東海地震等の話をするより、新潟の近くがどうな

っているかのほうが関心が高いと思う。 
【決定事項】 
・ ７月５日（水）地震の勉強会「溝上恵先生」 
・ ６時３０分開始  （6:30～7:00 前回以降の動き／7:00～8:15 勉強会／8:15～8:45 質疑） 
・ 会場は産業文化会館大ホール、公開勉強会 
 
視察について 
・ 事務局のほうで、視察の詳細を決めてもらいたい。 
・ 日程を決めて、委員に諮ったらどうか。 
・ ９月２９日（金）、３０日（土）で先方に日程調整。 
・ 視察先での懇談ができる適当な団体というと、難しい。 
・ 視察先で、委員同志いろんな話をするのもいいと思う。 
・ 西山出身のもんじゅにいた方と、少し懇談の時間をとったらどうか。 



・ 次回運営委員会までに、詳細や懇談について事務局に打診してもらう。 
次回運営委員会について 
・ ６月１９日（月）午後６時半から広報センターにて 
・ 視点の原稿校正、視察詳細、耐震設計指針（案）について 
 
耐震設計指針（案）について 
・ ６月２１日〆切で、原子力安全委員会のほうで、意見を募集することになった。定例会でこ

のことについてやることが不可能なので、全委員さんに資料を送付し意見を求めたらどうか。 
・ 簡単な解説と新聞記事をつけて、委員に配布したほうがいい。 
・ 個人で意見を言いたい人は、個人で出す。 
 


